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たと　�
りを目指して�
，239万3千円�

平
成
16
年
度
は
正
に
大
洗
町
が

進
む
べ
き
方
向
を
定
め
る
年
で
あ

り
、
厳
し
く
激
変
す
る
環
境
下
を

対
話
と
協
働
の
精
神
で
、
希
望
の

も
て
る
町
づ
く
り
を
町
民
の
皆
様

と
共
に
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

会　計　別　予　算　額�

事　業　別� 金　　額� 増減（昨年度比）�

一　　般　　会　　計�

特　　別　　会　　計�

〔会　　計　　別〕�

国 民 健 康 保 険 事 業 �

老 人 保 健 事 業 �

介 護 保 険 事 業 �

地方卸売市場冷蔵倉庫事業�

公 共 下 水 道 事 業 �

墓 地 事 業 �

公 平 委 員 会 �

水 道 事 業 �

合　　　　計�

9.1％�

△5.5％�

�

△3.5％�

△12.4％�

7.4％�

1.8％�

△10.0％�

△30.5％�

0.7％�

△1.8％�

2.5％�

82億7，520万円�

59億9，769万3千円�

�

18億6，184万9千円�

18億5，241万6千円�

9億3，616万2千円�

3，844万円�

5億6，930万2千円�

1，524万9千円�

1，757万9千円�

7億669万6千円�

142億7,289万3千円�

予
算
編
成
の
基
本
方
針

予
算
編
成
の
基
本
方
針�

予
算
編
成
の
基
本
方
針

予
算
編
成
の
基
本
方
針�

予
算
編
成
の
基
本
方
針�

（
施
政
方
針
よ
り
要
約
）�

【
歳
入
】

町
税
収
入
に
つ
い
て
は
、
景
気

低
迷
に
よ
り
町
民
税
の
増
は
見
込

め
ま
せ
ん
。
し
か
し
原
子
力
事
業

所
に
よ
る
償
却
資
産
税
の
増
収
が

見
込
ま
れ
、
15
年
度
当
初
予
算
に

比
べ
３
・
７
％
約
１
億
１，
４
０

０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
は
、
１
億
７
０
０

万
円
の
減
と
３
年
連
続
の
大
幅
な

減
が
見
込
ま
れ
、
当
町
の
財
源
不

足
に
対
応
し
て
発
行
が
認
め
ら
れ

る
臨
時
財
政
対
策
債
等
を
３
億

３，
５
９
０
万
円
発
行
し
、
さ
ら

に
不
足
す
る
財
源
に
つ
い
て
は
、

一
般
財
源
基
金
か
ら
２
億
９，
０

０
０
万
円
を
補
填
し
ま
し
た
。

歳　入�
8,275,200�
千円�

分担金及び負担金�
繰越金�
地方譲与税�
財産収入�
地方特例交付金�
ゴルフ場利用税交付金�
自動車取得税交付金�
利子割交付税�
交通安全対策特別交付金�
配当割交付金�
株式等譲渡所得割交付金�
寄附金�

141,022（1.7）�
100,000（1.2）�
93,900（1.1）�
87,076（1.1）�
45,000（0.5）�
39,000（0.5）�
26,000（0.3）�
16,000（0.2）�
4,000（0.1）�
2,400（0.0）�
350（0.0）�
3（0.0）�

町税�
3,217,890�
（38.9）�

地方交付税�
482,000�
（5.8）�

国庫支出金�
1,145,262�
（13.8）�

県支出金�
497,383�
（6.0）�

町債�
1,010,900�
（12.2）�

繰入金�
535,372�
（6.5）�

諸収入�
285,798�
（3.5）�

使用料及び手数料�
347,844（4.2）�
�
�

地方消費税交付金�
198,000（2.4）�

歳　入�

単位：千円�
（　）内は構成比％�らまし�

2004.4.6 広報おおあらい　（2）

本
年
は
、
大
洗
町
制
施
行
五
十

周
年
の
年
で
あ
り
、
こ
れ
を
節
目

に
、
今
後
の
町
発
展
の
礎
と
な
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
、
大
き

な
飛
躍
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
に
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
か
ら
地
方
へ
の
分
権
社
会
の

構
築
に
向
け
て
新
た
な
自
治
体
の

編
成
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
全
国

的
に
平
成
17
年
３
月
の
合
併
特
例

法
の
期
限
内
に
合
併
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
あ
り
ま
す
。

本
町
は
、
県
の
合
併
パ
タ
ー
ン

に
は
合
併
特
例
法
期
限
内
に
は
、

乗
ら
な
い
姿
勢
で
歩
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
が
、
旭
村
に
お
い
て
行
わ

れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
大
洗

へ
の
合
併
希
望
が
63
・
２
％
に
の

ぼ
り
、
去
る
１
月
正
式
に
合
併
し

た
い
旨
の
要
請
を
受
け
ま
し
た
。

我
が
町
に
お
い
て
も
こ
の
要
請

は
、
発
展
基
盤
の
強
化
、
一
層
異

色
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
の
展

望
が
開
く
も
の
と
し
て
議
会
と
も

ど
も
合
併
推
進
を
図
っ
て
い
く
方

向
で
意
見
の
一
致
を
み
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
を
得
、
実
現
に
向
け
て
力
を

注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

第
一
回
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
施

政
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た

施
政
方
針（
要
約
）



住んでよかっ 
実感できるまちづく 
新年度予算 142億7 

歳　出�
8,275,200�
千円�

歳　出�

総務費�
1,301,693�
（15.7）�

民生費�
1,807,816�
（21.8）�衛生費�

817,834�
（9.9）�

教育費�
1,306,196�
（15.8）�

土木費�
1,088,135�
（13.2）�

公債費�
914,801�
（11.0）�

消防費�
329,702�
（4.0）�
�商工費�

351,603�
（4.2）�

農林水産業費�
236,200�
（2.9）�
�

議会費�
労働費�
予備費�
災害復旧費�
諸支出費�

103,948（1.3）�
9,270（0.1）�
8,000（0.1）�

1（0.0）�
1（0.0）�

一般会計歳入・歳出予算のあ  

【
歳
出
】

財
源
を
効
果
的
、
効
率
的
に
配

分
し
、
経
常
経
費
に
つ
い
て
は
、

生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
社
会
保

障
経
費
で
あ
る
扶
助
費
が
対
前
年

７，
１
０
０
万
円
の
減
、
給
与
改

定
に
伴
う
人
件
費
等
約
１
億
３
０

０
万
円
の
減
、
町
単
独
補
助
費
等

で
約
５，
３
０
０
万
円
の
減
と
し

ま
し
た
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
や
生
き
が

い
対
策
、
ご
み
減
量
化
、
町
経
済

の
活
性
化
な
ど
重
点
的
に
配
分

し
、
第
一
中
学
校
改
築
事
業
、
二

葉
町
営
住
宅
、
若
見
屋
平
戸
線
な

ど
教
育
並
び
に
生
活
に
密
着
し
た

部
分
へ
の
重
点
化
を
進
め
、
対
前

年
４
億
５
０
０
万
円
の
増
と
し
ま

し
た
。

高
齢
者
福
祉

高
齢
者
が
自
宅
で
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
軽
度
生
活
援

助
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
用
品

の
支
給
お
よ
び
徘
徊
高
齢
者
を
早

期
に
発
見
で
き
る
シ
ス
テ
ム
、
花

づ
く
り
を
通
じ
て
他
の
団
体
と
の

交
流
を
深
め
な
が
ら
の
生
き
が
い

づ
く
り
、
生
き
が
い
活
動
支
援
通

所
事
業
な
ど
充
実
を
支
援
し
ま

す
。

障
害
者
福
祉

利
用
者
の
立
場
で
よ
り
よ
い
サ

ー
ビ
ス
を
目
指
し
、
支
援
体
制
を

整
備
強
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
障
害

者
の
自
立
を
目
指
し
た
福
祉
作
業

所
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

児
童
福
祉

障
害
児
保
育
、
休
日
保
育
、
０

歳
児
保
育
、
学
童
保
育
の
実
施
お

よ
び
地
域
子
育
て
支
援
や
子
育
て

に
悩
む
親
が
相
談
が
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
次
世
代
育
成
支
援
対
策
事

業
行
動
計
画
を
作
成
し
子
育
て
を

支
援
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
年
か

ら
乳
幼
児
に
お
け
る
健
康
保
持
と

医
療
に
か
か
る
経
済
的
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
に
、
３
歳
児
未
満
の

乳
幼
児
医
療
の
自
己
負
担
を
無
料

と
し
、
疾
病
予
防
対
策
と
し
て
、

新
た
に
４
・
５
・
６
歳
児
に
対
し

て
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

助
成
事
業
を
、
周
辺
市
町
村
に
先

駆
け
て
実
施
し
ま
す
。

保
健
事
業

疾
病
の
予
防
・
早
期
発
見
の
た

め
、
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
、
腹

部
超
音
波
検
査
、
肝
炎
検
査
等
の

受
診
率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、「
げ
ん
き
倶
楽
部
」

の
参
加
条
件
を
緩
和
し
、
広
い
年

齢
層
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
く

と
と
も
に
「
い
き
い
き
体
操
」
や

後
期
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
防
止

対
策
「
ち
ょ
っ
く
ら
健
康
館
」
の

輪
を
さ
ら
に
広
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
町
制
50
周
年
事
業
と
し
て

「
町
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

○老人福祉事業 76,215千円�

○障害者福祉事業 222,509千円�

○児童福祉 345,581千円�

○医療福祉 114,427千円�

○保健事業 35,814千円�

健康・福祉の主な事業�

心
豊
心
豊
か
な
や
さ
し
い
ま
ち�
心
豊
か
な
や
さ
し
い
ま
ち�
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○第一中学校改築事業 622,890千円�

○幼稚園・小中学校修繕工事 20,450千円�

○情報教育整備事業 23,826千円�

○北海道洋上体験学習事業 7,040千円�

○奉仕活動・体験活動�

　　　　　　　推進事業 4,000千円�

生涯学習の主な事業�

公
園
緑
地

憩
い
の
場
や
健
康
づ
く
り
の

場
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
場
所

と
し
て
の
公
園
・
緑
地
等
を
整
備

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
す
す
め
、
環
境

美
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

港
湾大

洗
港
の
特
色
を
生
か
し
な
が

ら
、
港
湾
利
用
の
利
便
性
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、港
湾
背
後
地
に
つ
い
て
、

町
の
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
商
業

施
設
の
誘
致
に
つ
い
て
町
商
工
会

と
の
調
整
を
図
り
、
引
き
続
き
県

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
町
の
活

性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

上
下
水
道
事
業

水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
水

源
の
確
保
、
水
質
保
全
、
施
設
の

老
朽
化
対
策
を
し
て
い
き
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
事

業
認
可
区
域
の
整
備
促
進
と
処
理

区
域
の
拡
大
・
普
及
を
図
り
、
河

川
や
海
な
ど
の
水
質
保
全
に
努
め

ま
す
。

道
路
整
備

若
見
屋
平
戸
線
、
大
洗
港
杉
ノ

下
線
の
整
備
を
図
り
、
大
洗
友
部

線
、
長
岡
大
洗
線
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
も
関
係
機
関
に
要
望
し
、

よ
り
よ
い
道
路
環
境
の
整
備
を
す

す
め
ま
す
。

ま
た
、
北
関
東
自
動
車
道
や
東

関
東
自
動
車
道
の
整
備
、
百
里
飛

行
場
民
間
共
用
化
と
周
辺
主
要
道

路
整
備
に
つ
い
て
も
要
望
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。

町
営
住
宅
の
整
備

二
葉
町
営
住
宅
は
26
戸
が
８
月

に
入
居
予
定
で
す
。
ま
た
、
前

原
・
汐
見
ヶ
丘
住
宅
改
修
工
事
な

ど
既
存
の
住
宅
に
つ
い
て
も
計
画

的
に
補
修
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
高
校
生
や
大

学
生
の
就
学
支
援
の
た
め
の
奨
学

金
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

体
験
事
業

北
海
道
洋
上
体
験
学
習
事
業
、

ア
イ
ア
ン
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
事
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
４
月
に
開

校
す
る
海
の
大
学
と
の
密
接
な
連

携
を
と
り
な
が
ら
青
少
年
の
健
全

育
成
は
も
と
よ
り
、
町
の
活
性
化

を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
教
育
力
の
向
上

を
目
指
し
、
人
と
人
、
人
と
地
域

を
結
ぶ
環
境
づ
く
り
の
た
め
体
験

活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
交
流

セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

芸
術
文
化

大
洗
町
芸
術
文
化
協
議
会
を
中

心
と
し
て
、
豊
か
で
文
化
的
な
社

会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

幼
児
教
育

障
害
児
保
育
、
延
長
保
育
、
一

時
保
育
、
休
日
保
育
、
学
童
保
育

や
乳
幼
児
と
保
護
者
を
対
象
に

「
赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
を
聞
く
喜
び

や
大
切
さ
」「
地
域
が
子
育
て
を

応
援
し
て
い
る
こ
と
」
な
ど
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
な
が
ら
絵
本
を

手
渡
す
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を

展
開
し
ま
す
。

学
校
教
育

学
地
連
携
事
業
や
テ
ィ
ー
ム
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
、
心
の
教
室
相
談
配

置
事
業
を
継
続
し
、
学
力
向
上
対

策
と
し
て
「
こ
と
ば
の
教
室
」
を

大
貫
小
学
校
を
拠
点
校
と
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
科
学
す
る
心
を
は
ぐ
く

み
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す

る
正
し
い
知
識
や
理
解
を
深
め
る

た
め
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

は
、
防
犯
対
策
は
も
ち
ろ
ん
教
育

の
場
と
し
て
の
良
好
な
環
境
を
つ

く
り
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学

校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
配
慮
し
ま

す
。
第
一
中
学
校
の
教
科
教
室
型

の
校
舎
改
築
に
着
手
し
、
平
成
18

年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
設
置
を
目
指
す
と
と
も
に
、
中

高
年
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
大

洗
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
ク
、
小
中
学

生
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
の
推

進
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ス
ポ

ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
を
実
施

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
体
育
協
会
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
に
支
援
助

成
を
し
て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画

女
性
の
社
会
参
加
の
た
め
の
環

境
の
整
備
を
す
す
め
、
男ひ
と

と
女ひ

と

が

と
も
に
個
性
を
認
め
合
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
感
性
や
能
力
が
い
か
さ
れ

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

人
を
育
む
元
気
元
気
な
ま
ち�

人
を
育
む
元
気
な
ま
ち�

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち�

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち�

○町道整備事業 92,850千円�

○二葉町営住宅建設事業 245,553千円�

○都市計画道路整備事業 213,850千円�

○配水設備改良事業 83,500千円�

○下水道幹線管渠整備 164,000千円�

都市整備の主な事業�

生涯学習フェスティバル
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ご
み
対
策

本
年
４
月
か
ら
、
さ
ら
な
る
ご

み
の
減
量
化
に
向
け
、
ご
み
収
集

体
制
を
見
直
し
、
徹
底
し
た
資
源

回
収
に
努
め
、
ご
み
の
排
出
量

20
％
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

環
境
美
化

啓
発
運
動
、
ク
リ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
、
公
共
下
水
道
の
整
備

促
進
、
家
庭
雑
排
水
処
理
の
施
設

設
置
補
助
、
不
法
投
棄
防
止
の
た

め
の
啓
発
や
指
導
、
監
視
体
制
・

連
絡
体
制
の
強
化
等
、
町
民
・
事

業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、
快

適
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

交
通
安
全
・
防
犯

交
通
マ
ナ
ー
の
啓
発
に
努
め
、

道
路
標
識
等
交
通
安
全
施
設
の
環

境
を
整
備
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者

に
配
慮
し
た
交
通
安
全
対
策
を
進

め
ま
す
。

ま
た
、
不
審
者
か
ら
児
童
生
徒

を
保
護
す
る
た
め
の
防
犯
活
動
に

取
り
組
み
、
本
年
４
月
か
ら
防
犯

対
策
支
援
隊
を
組
織
し
、「
空
き

巣
」「
車
上
狙
い
」「
窃
盗
」
と
い

っ
た
事
件
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

観
光
振
興

本
年
は
町
制
施
行
50
周
年
に
あ

た
り
、
11
月
に
帆
船
海
王
丸
が
大

洗
港
へ
入
港
予
定
で
す
。
そ
れ
に

併
せ
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。ま

た
、
町
の
特
性
を
い
か
し
、

豊
か
な
自
然
の
中
で
数
多
く
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
で
き
る
「
大
洗

海
の
大
学
」
を
４
月
に
開
校
し
ま

す
。海

水
浴
場
事
業
は
施
設
と
監
視

体
制
に
つ
い
て
万
全
を
期
す
と
と

も
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー
チ
と

し
て
も
一
層
の
充
実
を
図
り
ま

す
。各

宿
泊
施
設
へ
の
温
泉
利
用
促

進
と
併
せ
て
温
泉
施
設
整
備
に
対

す
る
借
り
入
れ
資
金
へ
の
利
子
補

給
を
行
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
町
内
の

歴
史
や
史
跡
の
紹
介
、
イ
ベ
ン
ト

事
業
の
案
内
な
ど
を
行
う
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
進
め
ま
す
。

大
洗
の
特
産
品
の
普
及
宣
伝
、

販
売
促
進
の
た
め
、
大
洗
の
四
季

グ
ル
メ
シ
リ
ー
ズ
、
大
洗
お
さ
か

な
フ
ェ
ア
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

漁
業つ

く
り
育
て
る
漁
業
の
確
立
に

し
、
地
域
に
お
け
る
防
犯
意
識
を

高
め
、
犯
罪
や
事
故
の
な
い
環
境

を
つ
く
り
ま
す
。

防
災
・
消
防
・
救
急

自
主
防
災
組
織
を
核
と
し
て
防

災
研
修
会
、
消
火
訓
練
及
び
応
急

手
当
の
訓
練
を
実
施
し
、
ま
た
、

防
災
通
信
シ
ス
テ
ム
の
充
実
、
防

災
マ
ッ
プ
作
成
な
ど
災
害
時
の
避

難
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

【
消
防
】
迅
速
円
滑
な
消
防
活
動

業
務
を
行
い
、
住
民
の
期
待
と
信

頼
に
応
え
る
た
め
消
防
機
材
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

【
救
急
】
多
様
化
す
る
救
急
業
務

に
対
応
す
る
た
め
、
救
急
救
命
士

を
中
心
に
隊
員
の
各
種
研
修
を
実

施
し
技
術
向
上
を
図
り
ま
す
。

向
け
、
研
究
会
等
の
組
織
化
を
図

り
、
栽
培
漁
業
お
よ
び
資
源
管
理

型
漁
業
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

生
産
基
盤
確
立
の
た
め
継
続
し
て

人
工
漁
礁
を
投
入
し
、
漁
場
・
育

成
場
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

水
産
加
工
業

水
産
加
工
施
設
改
善
事
業
に
伴

う
利
子
補
給
、
水
産
加
工
業
振
興

補
助
金
等
の
支
援
助
成
を
し
て
い

く
と
と
も
に
「
海
山
直
売
セ
ン
タ

ー
い
き
い
き
」
な
ど
の
直
売
機
能

と
連
携
を
強
め
、
事
業
者
自
ら
が

努
力
し
、
販
路
や
消
費
拡
大
を
図

る
よ
う
、
支
援
し
ま
す
。

農
業二

葉
地
区
に
お
い
て
観
光
農
園

が
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
そ

の
状
況
を
ふ
ま
え
遊
農
住
の
具
現

化
に
向
け
、
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
県
営
広
浦
・
大
貫
各
ほ

場
整
備
事
業
、
飼
料
稲
収
穫
調
整

事
業
、
地
域
環
境
保
全
型
農
業
推

進
事
業
、
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

適
正
処
理
対
策
事
業
等
を
支
援

し
、
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り

ま
す
。

商
工
振
興

商
工
会
へ
の
補
助
お
よ
び
緊
急

雇
用
創
出
事
業
の
有
効
な
活
用
、

現
在
の
経
済
情
勢
悪
化
の
中
、
中

小
企
業
者
に
対
す
る
金
融
支
援
を

図
る
た
め
、
自
治
金
融
融
資
あ
っ

旋
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
と
商
工
会
と
の

連
携
、
大
洗
駅
か
ら
ア
ク
ア
ワ
ー

ル
ド
大
洗
へ
の
循
環
バ
ス
の
有
効

な
活
用
等
、
商
工
振
興
に
つ
な
が

る
方
策
を
進
め
ま
す
。

安
心
安
心
な
ま
ち�

安
心
な
ま
ち�

活
気
活
気
あ
る
ま
ち�

活
気
あ
る
ま
ち�

○ごみ収集業務委託 52,290千円�

○ごみ減量化促進事業 16,761千円�

○交通安全施設整備事業 6,128千円�

○斎場管理委託 18,524千円�

○原子力防災通信�

　　　　システム整備事業 36,750千円�

生活・環境の主な事業�

○海水浴事業 63,599千円�

○温泉供給事業 22,949千円�

○水産加工業の振興 11,000千円�

○生産調整推進対策事業 35,702千円�

○二葉町市民農園�

　　　　　整備事業補助金 2,156千円�

産業・観光の主な事業�

海山直売センターいきいき
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造
形
文
化
の
推
進
と
、
国
を
越
え

て
世
界
の
人
々
を
つ
な
ぐ
国
際
相

互
理
解
を
目
的
と
し
て（
財
）美
術

文
化
協
会
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
手
紙
に
親
し

み
、
文
章
表
現
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
心
豊
か
な

子
ど
も
た
ち
を
育
む
こ
と
を
目
的

に
日
本
郵
政
公
社
が
募
集
し
た
第

36
回
手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
取

組
み
の
熱
心
で
応
募
作
品
が
優
秀

で
あ
っ
た
学
校
に
贈
ら
れ
る
学
校

賞
を
南
中
学
校
が
受
賞
し
ま
し

た
。

大洗漁協飯田さん
漁業者交流大会

農林中央金庫理事長賞を受賞

2004.4.6 広報おおあらい　（6）

表彰

世
界
児
童
画
展
　
吉
田
悠
生
君

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞

第
33
回
世
界
児
童
画
展
に
お
い

て
、
夏
海
小
学
校
２
年
吉
田
悠
生

君
が
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

世
界
児
童
画
展
は
、
子
ど
も
の

感
性
と
理
性
が
調
和
し
た
成
長
を

願
い
、
子
ど
も
が
自
ら
創
り
出
す

現
在
、
町
内
19
ヶ
所
で
約
５
０

０
名
の
方
が
、
健
康
づ
く
り
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ョ
ン
づ
く
り
の「
和
」

を
ひ
ろ
げ
て
い
る
大
洗
い
き
い
き

体
操
会
が
、
２
月
13
日
（
金
）

「
茨
城
県
健
康
づ
く
り
元
気
ア
ッ

プ
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
地
域
が
主
体
的
に
活
動
し

て
い
る
健
康
づ
く
り
は
全
国
で
も

珍
し
く
、
高
い
評
価
を
受
け
ま
し

た
。

ま
た
、
い
き
い
き
体
操
会
は
２

月
５
日
（
木
）
茨
城
県
総
合
福
祉

会
館
で
行
わ
れ
た
、
日
々
健
康
で

楽
し
い
生
活
を
す
ご
す
き
っ
か
け

や
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
、
趣
味
や

芸
能
、
元
気
づ
く
り
な
ど
を
発
表

す
る
催
し
「
は
つ
ら
つ
文
化
祭
」

に
出
場
、
各
地
区
か
ら
参
加
し
た

皆
さ
ん
40
名
が
ス
テ
ー
ジ
で
体
操

を
披
露
し
、喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

い
き
い
き
体
操
会

健
康
い
ば
ら
き
元
気
ア
ッ
プ
賞
受
賞

第9回全国青年・女性漁業者交流大会におい

て茨城県漁業士会を代表し、大洗漁協の飯田晃

司さんが漁業フォーラム開催についての実績発

表を行ない、農林中央金庫理事長賞を受賞しま

した。

漁業フォーラムは、漁業者や水産加工業者と

消費者との交流を深めることを目的に開催さ

れ、さまざまな意見交換の中で地産地消の拡大

など地元の魚を見直す機会となりました。この

ような地域に密着した先進的な試みが認めら

れ、このたびの受賞となりました。

左から2番目が飯田さん

南
中
学
校
が
手
紙
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
で
学
校
賞
を
受
賞

吉田君の作品「なぞの木」は水彩絵の
具やペン、たこ糸などで毎日楽しいこ
とがおこる不思議な木を想像力豊かに
描いています。



②
免
除
ま
た
は
学
生
納
付
特
例
を

受
け
て
い
る
過
去
10
年
以
内
の

保
険
料

年
金
全
般
に
つ
い
て
の
ご
相
談

問
合
せ
／
住
民
課
管
理
係

（
内
線
１
１
５
）

4月29日（祝）�

30日（金）�

5月01日（土）�

2日（日）�

3日（祝）�

4日（祝）�

5日（祝）�

可燃ごみ（東地区）�

可燃ごみ（西地区）�

―�

―�

休み�

休み�

資源ごみ（東地区）�

※5日は不燃ごみ（西地区）は休み�

　浄化槽は、台所や風呂、洗濯などの生活排水や、

し尿を槽内に運び、バクテリア（微生物）の働きに

より分解処理をし、上澄みの水だけを槽外へ排出す

るしくみです。浄化槽の機能を十分に発揮させるため、

家庭でも保守点検清掃や法定検査を定期的に実施す

ることが、浄化槽法により義務づけられています。�

　保守点検は県知事登録を受けた業者に、清掃は大洗･

旭･水戸環境衛生組合の許可を受けた業者に、法定

検査は茨城県水質保全協会にお申し込みください。

なお、点検、清掃、検査の時期や回数は、浄化槽の

型式や処理人数、処理方法などにより異なります。�

問合せ　県北総合事務所環境保全課@221-3843�

　　　　茨城県水質保全協会　　　@227-4836�

　　　　大洗町生活環境課　　　　@267-5111�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内線243）�

家庭での注意点�

○塩酸のような強酸やクレゾールなどの消毒剤、防

腐剤、園芸用殺虫剤などは、浄化槽内の微生物を死

滅させ、汚物の分解処理ができなくなる恐れがあり

ますので、生活排水として流してはいけません。市

販の洗剤も使用量を守ってお使いください。�

○浄化槽は台所のゴミを全て分解できるように作ら

れてはいません。生ゴミや使い古しの食用油は、微

生物の分解処理がむずかしいため、汚泥の量が増え

たり、パイプが詰まったり、清掃の間隔が狭まるこ

とになります。�

○ブロワーは浄化槽内の微生物に空気を与え、水を

かき混ぜる働きをしているため、電源を切ると微生

物が死滅し、分解処理されず悪臭が発生し、汚水が

そのまま流れ出ることがあります。�

正しく定期的に 浄化槽の保守点検 ―――――――――�

丁
目
・
汐
見
ヶ
丘
・
仲
町
・
金
沢

町
・
通
町
・
祝
町
・
松
ヶ
丘
・
二

葉
・
新
町
・
和
銅
・
五
反
田

西
地
区
／

永
町
・
髭
釜
町
・
桜
道
・
大
貫
町

全
域
・
神
山
町
・
成
田
町

☆
近
所
の
方
の
迷
惑
に
な
り
ま
す

の
で
、
収
集
日
以
外
の
日
に
ご

み
を
出
す
の
は
お
や
め
く
だ
さ

い
。
み
な
さ
ん
の
協
力
で
き
れ

い
な
集
積
所
に
。

問
合
せ
／
生
活
環
境
課

（
内
線
２
４
３
）
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

の
ご
み
収
集
業
務
は
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。
分
別
を
ご
確
認
の
う

え
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
お
出
し
く

だ
さ
い
。

東
地
区
／

明
神
町
・
東
光
台
・
一
丁
目
・
二

社
会
保
険
事
務
所
専
門
担
当
官

に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

窓
口
開
設
と
年
金
相
談
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
年
金
に
つ
い
て
質

問
・
疑
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
４
月
22
日
（
木
）

10
時
〜
15
時
30
分

会
場
／
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

内
容
／

次
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

①
未
納
に
な
っ
て
い
る
過
去
２
年

以
内
の
保
険
料

INFORMATION

大洗町役場@267-5111

くらしの情報�

応
募
資
格
／
小
学
生
以
上

応
募
方
法
／
「
青
団
連
山
車
申
込

み
」
と
題
し
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
世
帯

主
を
明
記
し
、
左
記
申
込
先
へ
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
／
４
月
26
日
（
月
）

申
込
先
／

○
建
設
業
協
議
会
青
年
部
・
野
口

J
（
２
６
６
）
３
２
３
７

○
青
色
申
告
会
青
年
部
・
鷺

J
（
２
６
６
）
２
４
５
８

○
商
工
会
青
年
部

J
（
２
６
７
）
３
０
３
９

○
青
年
会
議
所
・
小
野
瀬

J
（
２
６
７
）
１
０
０
７

○
水
産
加
工
業
協
同
組
合
青
年
部

J
（
２
６
７
）
５
８
８
０

問
合
せ
／
町
長
公
室

（
内
線
２
１
５
）

国
民
年
金
保
険
料

納
付
窓
口
開
設
・
年
金
相
談

八
朔
祭
・
山
車

太
鼓
と
踊
り
参
加
者
募
集

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

Ｇ
Ｗ
の
ご
み
収
集
日
程



�
涸沼自然公園キャンプ（茨城町）�
　涸沼のほとりの自然を丸ごとアウトドア施設にした公園です。
34.5haの広さの中には、テントサイト、オートキャンプ場など
があり、いろいろな楽しみ方ができます。広場は全部で6つ、せ
せらぎや一面に広がる花など、個性もそれぞれです。また、広
い園内には、約1.5㎞の散策路があり、山あり谷ありの起伏を
歩きながら、自然を楽しむことができます。�
利用期間　5月～10月�
料　　金　○入園料200円（5～15歳100円）○オートキャ
ンプ場（56区画）：1区画5,000円○テントサイト（最大100張）：
テント1張2,000円・タープ1張1,000円○バーベキュー炉（6
炉）：1炉1,500円○バーベキューのみ：1人100円�
問合せ　茨城町役場商工観光課　@292-1111（内線221）�
　　　　涸沼自然公園管理事務所　@293-7441�
�
「笠間市立図書館」オープン（笠間市）�
　笠間市立図書館が、4月23日（金）「子ども読書の日」に開
館します。建物は、自然光を取り入れた開放的な空間で、だれ
もが気軽に利用できる、地域に根ざした図書館を目指していま

す。資料も笠間にゆかりのあるものはもちろん、幅広い資料の
収集に努めました。敷地面積 7745.3㎡　床面積 2780㎡
（一部2階建て）、駐車スペース　約100台�
開館時所蔵点数　○図書：約10万冊○CD：約6,500点○ビデ
オ・DVD：約6,000点�
問合せ　笠間市図書館準備室　@0296-72-5046�
�
ホロルの湯（常北町）�
　温泉は、pH値9.0の強アルカリ酸のアルカリ性単純温泉です。
効能はいろいろありますが、特に肌がツルツルになると女性に
も評判。バイブラ機能や寝湯、サウナを備え、地元の自然石を
使った露天風呂もあります。水着着用のバーデゾーンには、
25m×3コースの温水プールやバイブラバス、打たせ湯、ジェ
ットバスなど、多彩な機能があり、楽しみながら体を鍛えること
ができます。大広間や100インチの大型スクリーンのあるリラ
ックスルーム、食堂なども充実し、湯上りのくつろぎも最高です。�
平日料金　　　　　大人800円　　小人400円�
土・日・祝日料金　大人1,000円　小人500円�
17時以降　　　　大人500円　　小人300円�
営業時間　10:00～21:00�
定 休 日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�
住　　所　常北町下古内829-3　@288-7775

武
道
の
振
興
と
、
子
供
か
ら
大

人
ま
で
、
男
女
を
問
わ
ず
幅
広
く

親
し
め
る
武
道
の
普
及
を
願
い
、

武
道
合
同
練
習
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

日
時
／
４
月
24
日
（
土
）

10
時
〜
12
時

場
所
／
町
立
第
一
中
学
校

体
育
館
・
格
技
場

内
容
／
柔
道
、
空
手
、
剣
道
の
形

の
演
舞
、
基
本
稽
古
、
自
由
稽
古

参
加
団
体
／
大
洗
町
体
育
協
会
剣

道
・
柔
道
・
空
手
部

問
合
せ
／

○
剣
道
（
米
川
）

@
（
２
６
７
）
４
６
８
６

○
柔
道
（
高
橋
）

@
（
２
６
７
）
３
６
２
１

○
空
手
（
斎
藤
）

@
（
２
６
７
）
２
８
４
７
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武
道
合
同
練
習
会
開
催

一
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ナ
イ
タ
ー

施
設
を
開
放
し
ま
す
。

期
間
／
５
月
１
日
〜
10
月
31
日

時
間
／
19
時
〜
21
時

料
金
／
町
内
者
１
万
３
０
０
円

町
外
者
２
万
６
０
０
円

注
意
事
項
／

①
駐
車
は
学
校
駐
車
場
を
利
用
と

す
る
。

②
周
辺
で
は
徐
行
運
転
と
し
、
み

だ
り
に
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら

さ
な
い
こ
と
。

③
民
家
の
出
入
口
に
は
絶
対
に
駐

車
し
な
い
こ
と
。

④
空
き
缶
や
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰

る
こ
と

⑤
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
は
全
面
禁
煙

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

@
（
２
６
７
）
０
２
３
０

一
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

夜
間
照
明
施
設
開
放

休
館
日
／

４
月
12
日
（
月
）
・
19
日
（
月
）

26
日
（
月
）

５
月
３
日
（
月
）
・
10
日
（
月
）

貸
出
時
間
／
９
時
30
分
〜

16
時
30
分

貸
出
期
間
／
２
週
間
（
一
人
３
冊
）

日
時
／
５
月
14
日
（
金
）

13
時
30
分
〜
15
時

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

☆
在
弁
護
士
・
要
予
約

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

@
（
２
６
６
）
３
０
２
１

心
配
ご
と
相
談

図
書
室

日
時
／
４
月
22
日
（
木
）

10
時
〜
15
時

場
所
／
役
場
３
階
会
議
室

相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員

申
込
み
／
町
長
公
室

（
内
線
２
１
２
）

特
設
人
権
相
談

日時／�
5/4（火）・5（水）�
9:30～15:30�
場所／�
大洗マリンタワー前芝生広場、
港中央公園野外ステージ�
催事／�
5/4･5 郷土芸能披露、ドッグ
ショー、ポニー乗馬、早食いコン
テスト、ハマグリの試食会、謝恩
抽選会、オリジナルキーホルダ
ー作製、道化師ショー、ふわふ
わドーム、ミニ電車、フリーマー
ケット、昔なつかしの駄菓子屋
さんなど ※イベント内容変更
あり�
問合せ／�
大洗マリンタワー�
@266-3366

大洗マリンタワー�



@
（
３
０
１
）
５
２
４
５

J
（
３
０
１
）
５
２
６
９

http://w
w
w
.edu.pref.ibaraki.jp/
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早
期
発
見
・
早
期
治
療

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

県
で
は
大
学
生
等
を
対
象
と
し

た
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

出
願
資
格
／

○
県
内
居
住
者
の
子
で
あ
る
。

○
人
物
・
学
業
と
も
優
良
で
あ
る
。

（
成
績
基
準
あ
り
）

○
学
資
の
支
弁
が
困
難
で
あ
る
。

（
収
入
基
準
あ
り
）

○
高
専
４
年
以
上
、
短
大
・
大
学

在
学
者

募
集
人
員
・
貸
与
月
額
／

○
自
宅
通
学
（
45
人
）

３
４
、０
０
０
円

○
自
宅
外
通
学
（
95
人
）

３
８
、０
０
０
円

出
願
手
続
／
在
学
校
か
ら
出
願
用

紙
等
の
交
付
を
受
け
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
在
学
校
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
期
限
は
各
校
が

定
め
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
／

○
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
と

の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
奨
学
資
金
は
無
利
息
で
、
貸
与

終
了
月
か
ら
６
カ
月
据
置
後
10

年
以
内
の
返
還
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
茨
城
県
高
校
教
育
課

茨
城
県
奨
学
生
募
集

現
在
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
感

染
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い

ま
ま
キ
ャ
リ
ア
に
な
っ
て
い
る
人

は
２
０
０
万
人
以
上
と
推
定
さ
れ

ま
す
。自
覚
症
状
が
現
れ
に
く
く
、

病
状
が
悪
化
し
て
初
め
て
わ
か
る

た
め
、
感
染
者
の
発
見
は
、
Ｂ

型
・
Ｃ
型
の
ど
ち
ら
も
、
年
間
わ

ず
か
約
３
万
人
。
早
期
に
感
染
を

発
見
し
、治
療
を
開
始
す
る
に
は
、

積
極
的
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

何
よ
り
も
大
切
で
す
。

次
に
該
当
す
る
方
は
感
染
の
可

能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
検
査

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

①
平
成
４
年
以
前
に
輸
血
を
受
け

た
方

②
長
期
に
血
液
透
析
を
受
け
て
い

る
方

③
輸
入
非
加
熱
血
液
凝
固
因
子
製

剤
を
投
与
さ
れ
た
方

④
③
と
同
等
の
リ
ス
ク
を
有
す
る

非
加
熱
凝
固
因
子
製
剤
を
投
与

さ
れ
た
方

⑤
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
を
投
与

さ
れ
た
方

⑥
大
き
な
手
術
を
受
け
た
方

⑦
臓
器
移
植
を
受
け
た
方

⑧
薬
物
乱
用
者
、
入
れ
墨
を
し
て

い
る
方

⑨
ボ
デ
ィ
ピ
ア
ス
を
し
て
い
る
方

⑩
過
去
に
健
康
診
断
な
ど
で
肝
機

能
検
査
の
異
常
を
指
摘
さ
れ
、

そ
の
後
肝
炎
の
検
査
を
実
施
し

て
い
な
い
方
な
ど

検
査
目
的
の
献
血
は
ダ
メ

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
、
保
健

所
や
各
医
療
機
関
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
輸
血
用
血
液
製
剤

の
安
全
性
を
守
る
た
め
に
も
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
目
的
と
し
た

献
血
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
Ｂ
型
・
Ｃ
型
の
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
は
、
普
通
の
日
常
生
活
の
中
で

感
染
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い

て
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　鳥インフルエンザウイルスの人への感染の可能性や自宅で飼っている
鳥が死んでしまった場合の対処方法などについて、正しい知識を身につ
けましょう�
q鶏肉、卵の安全性について�
　とり肉や卵を食べて、人が鳥インフルエンザに感染したという事例の報
告はありません。鶏卵を「生」で食べ、健康を損なったとの報告はこれま
でありませんが、不安な方は、加熱することをおすすめします。（WHOの
食中毒防止のための加熱条件：中心部70℃、瞬間）なお、鶏肉は十分加熱
して食べて下さい。未加熱または加熱不十分なままで食べることは、食中
毒予防の観点からおすすめできません。�
r鳥インフルエンザウイルスの人への感染について�
　鳥インフルエンザは、この病気にかかった鶏の羽や粉末状になったフン
を吸い込んだり、その鶏のフンや内臓に触れた手を介して鼻からウイルス
が入ったりして、人の体内に大量のウイルスが入ってしまった場合に、ごく
まれにかかることがあります。�
　また、今年に入ってから、人が鳥インフルエンザにかかったことが確認さ
れた例は、世界的にみてもベトナムとタイであわせて32例（H16,3,5現
在）ありますが、人から人への感染例はありません。日本では、鳥インフル
エンザにかかった鶏などは徹底的に処分されており、通常の生活で病気
の鳥との接触やフンを吸い込むようなことはあまりないことから、鳥イン
フルエンザに感染する可能性はきわめて低いと考えられます。�
　なお、厚生労働省では、医療機関が鳥インフルエンザにかかった疑いの
ある患者を診察した場合には直ちに報告をするよう体制を整備しています。
鳥インフルエンザの感染が疑われる鳥と接触した後で、発熱など疑わしい
症状が出た場合には、医師にその旨を告げて受診してください。�
s飼っている鳥、野鳥が死んでいるのを見つけた場合等について�

○鳥を飼っている方の留意点�
　清潔な状態で飼育し、ウイルスを運んでくる可能性がある野鳥が近くに
来ないようにし、鳥のフンに触れた後には手洗いとうがいをしてください。
鳥インフルエンザを疑って、飼育中の鳥を捨てたり処分したりせず、冷静
に対応してください。�
○飼っている鳥が死んでしまった場合�
　鳥は生き物ですから、いつかは死んでしまいます。そして、その原因も様々
ですから、鳥が死んだからといって、すぐに鳥インフルエンザを疑う必要は
ありません。鳥インフルエンザにかかった鶏は、次々に死んでいくというこ
とが知られていますので、原因が分からないまま、鳥が連続して死んでし
まった場合には、その鳥を素手で触ったり、土に埋めたりせずに、すみやか
に近くの獣医師、家畜保健衛生所または保健所にご相談ください。�
○野鳥が死んでいるのを見つけた場合�
　野鳥は飼われている鳥と違って、エサが取れなかったり環境の変化に耐
えられなかったり、様々な原因で死亡します。また、野鳥は様々な細菌や
寄生虫を持っていることがあります。野鳥が死んだ場合には、鳥インフル
エンザだけでなく、こうした細菌や寄生虫が人の体に感染することを防止
することが重要です。野鳥が死んでいるのを見つけた場合には、素手で触
らずにビニール袋に入れてきちんと封をして廃棄物として処分してくだ
さい。不安な場合には、市町村、獣医師、家畜保健衛生所または保健所に
ご連絡ください。�
●詳しい情報はこちら�
　☆農林水産省ホームページ�
　　http://www.maff.go.jp/tori/index.html�
　☆高病原性鳥インフルエンザ防疫マニュアル（平成16年3月10日一部改正）�
　　http://www.maff.go.jp/tori/manual.pdf�
　☆鳥インフルエンザに関するQ＆A（厚生労働省ホームページ）�
　　http://idsc.nih.go.jp/others/topics/flu/QA040113.html

鳥インフルエンザに関する情報�
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町の人口と世帯
（3月1日現在）

人　口　19,453人　（－06）

男　　 9,676人　（－03）

女　　 9,777人　（－03）

世帯数　　6,761世帯

転入 035人　　転出 028人

出生 013人　　死亡 027人

曜�

土�

日�

土�

日�

木�

日�

24�

25�

8�

9�

13

一　般�

�

一　般�

�
関係者�

大会議室�

�

大会議室�
�

ホール�

9:00�

�

9:30�
�

13:00

催　事　内　容�

●大洗文化センター●　　　@266-2442

月�

�
4
�

�

5

婦人服展示即売会�

�

ブランド品販売�

�
シルバーサポーター中央研修会�

� � �

開催場所�開始時間� 入場方法�

今 月 の

納

税

固定資産税
（第1期）

納期は4月30日
までです。


